
第５回 砂川市地域公共交通会議 

別紙 

～砂川市生活交通ネットワーク計画素案の検討について～ 
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１．砂川市の概況 
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 砂川市の人口は年々減少しており、今後も減少傾向であることが予想されている。また、高齢者
の割合は急激な増加を示しており、平成２２年では住民約３人に１人は高齢者となっており、今後
も少子高齢化が進行していくことが予想されている。 

資料：国勢調査、砂川市第６期総合計画 

図１ 砂川市の人口及び高齢化率の推移 

資料：国勢調査 

図２ 砂川市の年齢階級別人口割合の推移 

（２）地域公共交通の概要 

 砂川市には、滝川方面や札幌方面へのJR、都市間バスの他、滝川方面や奈井江方面、芦別
方面の路線バスが運行している。しかし、砂川市を運行する路線バスは、砂川市立病院等で滝川
方面や札幌方面への都市間バスに乗り継ぐことが可能であるが、JR砂川駅にはアクセスしておら
ず、JRへの乗り継ぎが不便な状況にある。 
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 ②バス交通の現況 

 砂川市内を運行するバス路線は、 
平成２３年現在で７路線（※花月 
砂川線は平成２５年３月で廃止）が 
運行している。 
 全路線で利用者数は減少傾向 
であり、平成１９年から平成２３年 
までで、利用者数は約２割減少し 
ている。 

資料：中央バス 

図３ 砂川市内を運行するバス路線の利用者数の推移 

 砂川市が負担する各路線に対する収
支不足額補償金は、年々増加傾向にあ
り、平成１９年で約４９０万円であったのが、
平成２４年では約６７０万円となり、およそ
４割増加している。 
 砂川市が負担する補償金は、砂川市
の今後の人口減少に起因するバス利用
者数の減少と相まって、増加していくこと
が予想される。 

資料：砂川市 

図４ 砂川市内を運行する各路線への 
収支不足額補償金の推移 

２．公共交通の利用実態及び住民ニーズの整理 

 砂川市民のバスの利用回数は、「めったに利用しない」が最も多く、全体の約８割を占めている。
一方で、「ほぼ毎日」や「週に２，３回」、「週に１，２回」といった利用頻度の高いバス利用者の割合
は、全体の１割にも満たなく、砂川市民のバス利用者は限定されていることがわかる。 
 また、砂川市民の免許・自動車の保有状況は、約７割が「免許保有、自動車保有」と回答してい
る。さらに、各種目的の交通手段でも『自動車【自分で運転】』が多数を占めており、自動車に依存
した生活の定着がうかがえる。 

（1）砂川市住民ニーズ把握調査結果概要 

図５ バスの利用回数 図６ 免許・自動車保有状況 

図７ 買物時の交通手段【夏期】 図８ 通院時の交通手段【夏期】 
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 ①砂川市民の交通行動等の現状及び砂川市のバス交通について 
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図９ 既存路線バスの問題点 

 既存路線バスの問題点は、「バスの便数が少ない」が約３割と最も多くなっている。また、「乗りた
い時間に便がない」や「バス停が遠い」といった問題点も約２割となっており、バスの便数や路線配
置に関する問題点が多いことがうかがえる。 
 一方で、上記の問題点が改善された際の路線バスの利用回数は、「現在利用無、今後利用
有」といった新規需要が約３割見込めることがわかる。 

図１０ 問題点が改善された際の利用回数 

 ②将来自動車の運転が困難になった場合の移動手段 

 現在、免許・自動車を保有していると回答した回答者の将来自動車の運転が困難になった場合
の移動手段は、「バスを利用する」が約５割、「タクシーを利用する」が３割で、公共交通の利用意
向が高くなっている。 
 このことから、砂川市における将来的なバス交通の利用意向は高いと推察される。 

図１１ 将来自動車運転が困難になった場合の移動手段 

 ③平成２５年９月実証調査運行について 

 平成２５年９月実証調査運行の認知度は、「コミュニティバスのみ知っていた」や「乗合タクシー
のみ知っていた」、「両方知っていた」を合わせた回答割合は、７割と高くなっている。しかし、実際
に利用した割合は「コミュニティバス利用」と「乗合タクシー利用」、「両方利用」を合わせても２割
程度と低くなっている。 
 利用しなかった理由は、乗合タクシーを運行した砂川市北地区で「運行時間がわかりにくい」とい
うことや、コミュニティバスを運行した砂川市南地区では「乗りたい時間に便がない」ということなど
が挙げられる。 
 しかし、上記の問題点が改善された場合の利用意向は、約４割が「利用する」と回答していること
から、潜在的な利用意向は低くないことがうかがえる。地区別でも西豊沼地区以外で３割以上の
利用意向となっている。 
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図１４ ９月実証調査運行を利用しなかった理由 図１５ ９月実証調査運行を利用しなかった理由（地区別） 

図１６ 利用しなかった理由が改善された際の利用意向 図１７ 利用しなかった理由が改善された際の利用意向 
（地区別） 
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※最寄の停留所の時間を確認して頂き 、
　安全に乗れる場所で バスが来たら手
　 を上げて合図してください。
※降車の際は、運転手にお申し付けく
　ださい。

※最寄の停留所の時間を確認して頂き 、
　安全に乗れる場所でバスが来たら手
　 を上げて合図してください。
※降車の際は、運転手にお申し付けく
　ださい。

！自由乗降区間での注意事項！
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図１８ 南ルート①バス停別利用者数 
（市街地方面） 

 平成２５年９月実証調査運行の利用者数は、コミュニティバスで南ルート①と南ルート②の合わ
せた利用者数が、１５０人（５.00人/日、0.38人/便）となっている。また、乗合タクシーの利用者数
は、２６人（0.87人/日、1.04人/便）となっている。 
 また、バス停別利用者数をみると、利用者が０人であったバス停があり、路線配置の見直しや病
院のみならず商業施設への接続を図ることで住民ニーズに即した改善を図ることが重要となる。 

図１９ 南ルート①バス停別利用者数 
（郊外部方面） 
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図２６ 【歌志内線】バス停別利用者数（平日） 

 各路線バスのバス停別利用者をみると、どの路線においても乗車・降車を合わせた利用者数が０人のバス停が存在する。特に休日においては顕著な傾向がみられる。 
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【参考】砂川市住民ニーズ把握調査結果 

図３６ 買物に行く時間帯 図３７ 通院に行く時間帯 



４．砂川市生活交通ネットワーク計画 

 砂川市地域公共交通会議 

 
 ■交通空白地域が多く存在 
 ■JRや既存バス路線と一体となった総合的な交通計画の立案 
 ■公共交通を利用した中心市街地のにぎわいの創出 
 ■既存路線バスの利用者減少への対応 

 砂川市の今後の人口減少・高齢化の進行状況、公共交通の課題への対応、また中心市街地
の活力の低下を考慮し、JRや既存バス路線への乗り継ぎを意識した新たな公共交通の導入、バ
ス交通を利用した中心市街地のにぎわい創出を基本方針とする。 

【公共交通体系の再構築】 

 課題解決のために、JRや既存バス路線との乗り継ぎを意識した、交通空白地域へのコミュニ
ティバスや予約運行型乗合タクシーといった、住民ニーズに即した新たな公共交通の導入検討
を行い、利便性が高い公共交通体系の再構築を目指す。 

【基本方針】 
    利便性が高く人にやさしい交通環境づくりと 
              魅力ある生活交通ネットワークの構築 

【計画の目標】 

 ■新たな公共交通の導入検討 
    砂川市の交通空白地域の改善のため、コミュニティバスや予約運行型乗合タクシーといっ 
   た新たな公共交通の導入を検討する。 
 ■交通機関の乗り継ぎによる公共交通の利便性向上 
    新たな公共交通の導入にあたっては、公共交通の利便性向上のために、JRや既存バス路  
   線との乗り継ぎを図る。 
 ■まちなかへのアクセス性向上によるにぎわいの創出 
    中心市街地のにぎわい創出や住民生活の質の向上のため、新たな公共交通の導入を行 
   う際、病院や買物施設へのアクセス性向上に資する交通体系の構築を行う。 
 ■バス交通の利用促進の検討 
    既存路線バスの利用促進に向けた取り組みの検討を行う。 

■新たな公共交通の導入検討 
 
 砂川市には、中央バスによる路線バスが運行しているが、交通空白地域が存在している。また、
今後の人口減少や高齢化の進行状況を鑑みると、高齢者等の交通弱者の交通手段・移動機会
の確保が課題である。 
 
 
 
 
 
■交通機関の乗り継ぎによる公共交通の利便性向上 
 
 現在、砂川市を運行するバス路線は、砂川市立病院等で滝川方面や札幌方面への都市間バ
スに乗り継ぐことが可能だが、JRへの乗り継ぎが不便な状況である。 
 そのことから、新たな公共交通の導入にあたっては、利便性向上のため、JRや既存バス路線と
の乗り継ぎを図ることが重要である。 
 
 
 
 
 
■まちなかへのアクセス性向上によるにぎわいの創出 
 
 バス乗降調査の結果や平成２５年９月実証調査運行の結果では、主な利用目的が「通院」や
「買物」となっている。また、住民ニーズ把握調査の結果によると、よく利用される施設は病院や
商業施設が大多数となっている。さらに、砂川市第６期総合計画においては、まちなか活性化の
ため、中心市街地のにぎわい創出を目指している。 
 このような背景を踏まえると、中心市街地のにぎわい創出や住民生活の質の向上を図るため、
まちなかへのアクセス性向上が重要である。 
 
 
 
 
 
■バス交通の利用促進の検討 
 
 バス乗降調査の結果から、砂川市内を運行する全バス路線において、乗車・降車を合わせた
利用者数が0人または少ないバス停が見られる。また一部バス路線では、砂川市からの補助金
を受けて運行しており、その補助金は増加傾向にある。 
 以上から、バス運行の利用促進を図る取り組みが必要である。 

人口減少 高齢化の進行 
公共交通空白 
地域の存在 

広域交通拠点 
への移動手段の不足 

バス利用者の 
減少 

バス運行への 
補償金の増加 

中心市街地の 
にぎわいの低下 

【具体的な事業】 
 住民ニーズ把握調査の結果や、実証調査運行の結果等を受けて、新たな公共交通に関する
具体的な事業を提案 

【具体的な事業】 
 新たな公共交通の中心市街地からの出発・到着時間を、JR砂川駅からのJR出発・到着時間、
都市間バスの出発・到着時間に合わせた時刻表の作成 

【具体的な事業】 
 新たな公共交通の「砂川市立病院」や「ショッピングプラザAiAi」、「市民生協」、「スーパーふ
じ」などの公共施設や商業施設への接続 

【具体的な取組み】 
 既存バス路線におけるバス停の改善や新たな公共交通と連携したバス路線・停留所を表示し
たマップの作成など利用促進に向けた取り組みを検討 
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公共交通の 
潜在需要 

３．砂川市における交通課題 

（1）砂川市を取り巻く現状 

（2）砂川市における交通課題 

（1）基本方針 

（2）計画の目標 

（3）目標を達成するために行う事業や取組み 


